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トコ 利 回 開 N 叶 刊 ω 油 Nω 白 ( 泊 藤 田 ) 剖 調 趨
別 記 様 式 第 三 号 に よ る 退 所 屈 を 知 事 に 提 出 し な け

吟

児 童 を 保 育 所 か ら 退 所 さ せ よ う と す る 保 護 者 は 、

れ ば な ら な い 。

( 利 用 者 負 担 額 の 額 の 通 知 )

第 三 条 知 事 は 、 条 例 第 十 条 に 規 定 す る 利 用 者 負 担 額 の 額 を 決 定 し 、

の 額 を 保 護 者 に 通 知 す る も の と す る 。

( 利 用 者 負 担 額 の 減 免 の 申 請 )

第 四 条 条 例 第 十 一 条 の 規 定 に よ り 利 用 者 負 担 額 の 減 免 を 受 け よ う と す る 保 護 者 は 、

知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

宝 間 燕 刊 行 獄 回 中 ( 獄 N 冷 耳 東 )
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平成 27年 3月 23日(月曜日) 石川県公報 号 外

別記様式第2号(第2条関係)

年月日

様

石川県知事 固

石川県立保育専門学園附属保育所入所(退所)決定通知書

入所(退所)について、次のとおり決定しましたので通知します。

入所 (退 所 ) 日

入所(退所)する児童

の氏名 ・支給認定証番号

及び生年月 日

入 所 (退所) 理由

保育の実施期間

備考



4 平成 27年 3月 23日(月曜日) 石 J 11 民員 公 報 号外

別記様式第 3号(第 2条関係)

年月日

石川県知事様

保護者

住所

氏名 @ 

退 月庁 届

石川県立保育専門学園附属保育所を退所させたいので、次のとおり届け出ます。

退 所 日

退所する児童

の氏名 ・支給認定証番号

及び生年月 日

退 所 理 由

備考 転居(予定を含む。)の場合は転居後の住所を、男IJの施設へ移る場合は施設名等を、退所理由欄に記入し

てください。

別記様式第4号(第3条関係)

様

石川県知事 固

平成 年度利用者負担額の額の決定(変更)通知書

あなたの石川県立保育専門学園附属保育所の利用者負担額の額を下記のとおり決定(変更)したので通知しま

す。

月額 円
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空 間 燕 刊 行 獄 ω 中 ( 判 前 品 冷 耳 東 )
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耳

l* ※ 吾 韮 一 件 岳 却 時 打 投 F J ペ 刊 難 「 A h F J H い ~ 川 。

石 川 県 産 業 展 示 館 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 三 日

石 川 県 知 事 本谷 正

石 川 県 規 則 第 九 号

石 川 県 産 業 展 示 館 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 産 業 展 示 館 条 例 施 行 規 則 ( 昭 和 四 十 七 年 石 川 県 規 則 第 五 十 一 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 一 項 中 「 知 事 ( 見 本 市 、 展 示 会 、 物 品 販 売 そ の 他 の 産 業 の 振 興 を 目 的 と し て 使 用 し よ う と す る 者 に あ っ て

は 、 指 定 管 理 者 ご を 「 指 定 管 理 者 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 知 事 又 は 」 を 削 る 。

別 記 様 式 第 二 号 中 「 剖 ヱ 一 滴 立 制 ( 剖 ヱ 一 清 嗣 糠 瀬 切 罫 猷 尚 晴 樹 鵡 ご を 「 剖 ヱ 一 滴 同 州 灘 瀬 切 蕗 猷 同 時 制 問 鵡 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

石 川 県 海 洋 漁 業 科 学 館 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 三 日

c.n
 

憲



。、 利 回 開 N 叶 刊 ω 油 Nω 白 ( 泊 藤 田 ) 剖 調 趨 半吟 司
E

石 川 県 知 事 本谷 正 憲

石 川 県 規 則 第 十 号

石 川 県 海 洋 漁 業 科 学 館 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 海 洋 漁 業 科 学 館 条 例 施 行 規 則 ( 平 成 六 年 石 川 県 規 則 第 三 十 号 )

第 六 条 か ら 第 八 条 ま で を 削 り 、 第 九 条 を 第 六 条 と す る 。

別 記 様 式 第 一 号 か ら 別 記 様 式 第 三 号 ま で を 削 る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

宅 地 建 物 取 引 業 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 三 日

石 川 県 知 事 本谷 正 憲

石 川 県 規 則 第 十 一 号

宅 地 建 物 取 引 業 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

宅 地 建 物 取 引 業 法 施 行 細 則 ( 昭 和 四 十 八 年 石 川 県 規 則 第 一 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 昭 和 三 十 二 年 法 務 省 令 、 建 設 省 令 第 一 号 」 の 下 に 「 。 以 下 「 営 業 保 証 金 規 則 」 と い う 。 」 を 加 え る 。

第 十 条 第 一 項 中 「 破 り 、 よ ご し 、 又 は 失 っ た 」 を 「 亡 失 し 、 滅 失 し 、 汚 損 し 、 又 は 破 損 し た 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項

中 「 を 破 り 、 文 は よ ご し た 」 を 「 を 汚 損 し 、 又 は 破 損 し た 」 に 、 「 、 そ の 破 り 、 又 は よ ご し た 」 を 「 そ の 」 に 改 め る 。

第 十 一 条 第 一 項 中 二 に 」 を 「 い ず れ か に 」 に 改 め る 。

第 十 三 条 の 見 出 し を 「 ( 宅 地 建 物 取 引 士 資 格 登 録 簿 変 更 登 録 の 申 請 書 の 添 付 書 類 ご に 改 め る 。

第 十 五 条 の 見 出 し 中 「 宅 地 建 物 取 引 主 任 者 」 を 「 宅 地 建 物 取 引 士 」 に 改 め る 。

第 十 六 条 の 見 出 し 中 「 取 り も ど し 」 を 「 取 戻 し 」 に 改 め 、 同 条 中 「 宅 地 建 物 取 引 業 者 営 業 保 証 金 規 則 」 を 「 営 業 保

証 金 規 則 」 に 、 「 取 り も ど し 」 を 「 取 戻 し 」 に 改 め る 。

第 十 七 条 の 見 出 し 中 「 還 付 」 を 「 取 戻 し 」 に 改 め 、 同 条 中 「 宅 地 建 物 取 引 業 者 営 業 保 証 金 規 則 」 を 「 営 業 保 証 金 規

則 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 一 項 を 加 え る 。

2 営 業 保 証 金 規 則 第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 債 権 の 申 出 書 及 び 申 出 に 係 る 債 権 の 総 額 に 関 す る 証 明 書 の 交 付 の 請 求

は 、 別 記 様 式 第 十 二 号 に よ る 請 求 書 に よ っ て し な け れ ば な ら な い 。

別 記 様 式 第 一 号 中 「 連 」 を 「 燕 」 に 、 「 銅 小 川 一 同 市 鵡 」 を 「 川 町 送 協 ぎ 銅 小川 一 片 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 四 号 中 「 連 」 を 「 燕 」 に 改 め る 。
、 J 「 「 円 滑 「 汁 」

「 「 露 。 汁 」

一 一

一 一 一

翼 w p 「 汁 一

人 竹 川 「 汁 Y を 人 Y

一 一 一

芯 溢 「 汁 一

「 泳 、 υ 汁 」 」

一 一

ー 、 「 寵 茄 「 汁 」 」

別 記 様 式 第 九 号 中 「 川 町 法 制 審 銅 叩 一 同 市 鵡 滅 議 機 難 益 事 丑 部 嚇 」 を 「 川 町 法 制 審 銅 叩 一 片 岡 糊 蕊 機 難 益 事 官 部 嚇 」 に 、 「 連 」

を 「 燕 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 十 号 中 「 味 料 荊 間 ゆ 刻 。 伊 町 「 吟 時 田 」 を 「 味 料 荊 間 ゆ 剣 淵 「 砂 時 田 」 に 、 「 連 」 を 「 燕 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 十 一 号 中 「 海 議 δ 丑 「 E 致 合 す d 汁 m q ) 間 温 嚇 w M 4 4 部 川 河 酬 明 」 を 「 海 議 見 ) 世 E U O 凶 九 円 す d 汁 m q ) 間 温 酬 明 W M 4 4

「 「 鞘 H 泊 拙 ω 中
j

一

部 川 河 嚇 」 に 、 「 連 」 を 「 燕 」 に 、 満 ∞ 治 人 γ δ を 「 瀦 ω 冷 瀦 H 泊 δ 溢 尚 一 円 軒 以 」 に 、

「 獄 N 泊 獄 ω 中 」 」

別 記 様 式 第 六 号 中 「 連 」 を 「 燕 」 に 、 に 、 「 浦 口 冷 」 を 「 獄 呂 冷 」 に 改 め る 。

間
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に 改 め る 。

困

別 記 様 式 第 十 一 号 の 次 に 次 の 一 様 式 を 加 え る 。
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附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

建 築 基 準 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 三 日

石 川 県 知 事 本谷 正

石 川 県 規 則 第 十 二 号

建 築 基 準 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

建 築 基 準 法 施 行 細 則 ( 昭 和 四 十 八 年 石 川 県 規 則 第 四 十 二 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 二 項 中 「 第 八 十 七 条 の 二 第 一 項 」 を 「 第 八 十 七 条 の 一 ご に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 第 四 条 第 一 項 第 六 号 」 を

「 第 四 条 第 一 項 第 五 号 」 に 改 め る 。

第 五 条 第 二 項 第 一 号 中 「 義 務 教 育 諸 学 校 施 設 費 国 庫 負 担 法 」 を 「 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 施 設 費 の 国 庫 負 担 等 に 関 す る

法 律 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 中 二 に 」 を 「 い ず れ か に 」 に 改 め る 。

第 六 条 、 第 八 条 第 二 項 及 び 第 十 条 第 三 項 第 一 号 中 「 第 八 十 七 条 の 二 第 一 項 」 を 「 第 八 十 七 条 の 一 ご に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
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